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主な内容

● 市の財政は健全な状況です　　　　　　　 P ６

● 保育園の入園者募集　　　　　　　　　　 P ９

● 市民満足度調査　　　　　　　　　　　　 P12

● 石岡のおまつり　　　　　　　　　　　　 P14

市の人口と世帯　78,474人（前月比▲37）　男38,845人　女39,629人　世帯数 30,240世帯   【10月１日現在】

特集
　石岡のおいしい旬  P2　

秋の実りを収穫！東京都立富士高等学校附属中学
校の生徒たちによる稲刈り（詳しくは P28に掲載）



石
岡
の
お
い
し
い
旬

く
な
る
季
節
、
鍋
料
理
に

必
要
不
可
欠
な
、
白
菜
や

春
菊
、
長
ネ
ギ
。
カ
ボ
チ
ャ
や
サ
ツ

マ
イ
モ
は
、
こ
の
時
期
に
甘
味
を
増

し
ま
す
。
煮
物
に
彩
り
を
添
え
る
ニ

ン
ジ
ン
。
食
物
繊
維
が
豊
富
な
ゴ
ボ

ウ
。

　

市
内
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
丹

精
込
め
て
、
農
産
物
を
育
て
て
い
ま

す
。
豊
か
な
産
地
が
暮
ら
し
の
そ
ば

に
あ
る
の
に
、
知
ら
な
い
の
は
も
っ

た
な
い
！

　

そ
こ
で
、
地
元
食
材
や
生
産
者
、

食
育
の
取
り
組
み
な
ど
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

地
元
の
も
の
を
食
べ
て
、
寒
い
冬

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

寒
特集

広報いしおか１１月１日号  №２１８　　２

長ネギ
血液をサラサラにし、
血行を良くして体を温
める働きがあります

白菜
寒い冬には体を温める
食べ物として重宝され
ています

落花生
二日酔いの予防に効く
ナイアシンが豊富に含
まれています

キャベツ
冬キャベツは加熱して
もくずれず、甘味と風
味がでます

石
岡
の
農
業

　

石
岡
で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
や
レ
ン
コ
ン
、

長
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
野
菜
が
多
く

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
年
を
通
し
て
、

様
々
な
農
作
物
が
育
つ
の
が
特
徴
。

　

市
内
の
第
１
次
産
業
の
従
事
者
は
、

３
１
２
７
人
（
総
人
口
の
８
・
３
％
・
平

成
22
年
国
勢
調
査
）
農
家
世
帯
数
は
、

４
４
３
９
世
帯
（
総
世
帯
の
14
・
８
％
・

２
０
１
０
農
業
セ
ン
サ
ス
）　

　

耕
作
地
は
46
・
56
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
総
土
地
面
積
の
21
・
６
％
）
で
、
耕
作

放
棄
地
は
７
・
６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

。

　

市
内
で
も
、
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

た
り
、
収
益
性
の
高
い
農
業
を
目
指
し
た

取
り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。



生
産
者
と
消
費
者
が

　
　
　

つ
な
が
る
場
づ
く
り

　

野
菜
の
お
す
す
め
の
食
べ
方
を
教
え
て

も
ら
え
る
朝
市
な
ど
は
、
生
産
者
と
消
費

者
が
直
接
つ
な
が
る
場
所
。
食
の
安
全
へ

の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場

が
都
市
部
を
中
心
に
求
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

安
心
で
き
る
野
菜
作
り
に
取
り
組
む
生

産
者
の
中
に
は
、
作
る
だ
け
で
な
く
、
直

接
、
消
費
者
の
元
ま
で
足
を
運
ん
で
届
け

た
り
、
畑
に
招
い
て
農
体
験
を
行
う
な
ど

の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

井
関
地
区
に
拠
点
を
置
く
、
農
業
生
産

法
人
カ
ル
テ
ィ
ベ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
は
、
ニ

ン
ジ
ン
、
米
な
ど
を
中
心
に
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
。お
よ
そ
10
年
前
、東
京
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
出
店
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
都
市
部
の
若
者
や
学
生
が
、
実
際
に

井
関
の
畑
を
訪
ね
て
東
京
か
ら
や
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、
田
植
え

や
じ
ゃ
が
い
も
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
の
農

体
験
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
生
産
・
流
通
・
販
売
を
つ
な
げ
る
仕

組
み
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３　　広報いしおか１１月１日号  №２１８

柿
栄養が豊富に含まれて
いて「柿が赤くなれば、
医者が青くなる」と言
われるほど栄養価が高
くなっています

石岡の農作物をサンド
した「いしおかサンド」
市内菓子店のほか、ま
ちかど情報センターで
も日替わり販売してい
ます。

レンコン
霞ヶ浦で栽培が盛んな
レンコン。食物繊維が
豊富で、血行を良くす
る効果があります

旬とは
　一番多く取れたり、美味しい時期、なにより一
番食べたくなる時期が、その野菜の旬。
　季節ごとの旬の野菜はそれぞれ共通の特徴があ
ります。夏には、暑い夏に耐えられるように水分
を補給し、体を冷やすもの。冬には、寒さに耐え
られるように体を温め、病気にならないようにす
るもの。野菜はその季節に応じて、人間が健康に
活動できるようサポートをしてくれています。野
菜の旬と、季節の移り変わりを人間の活動に重ね
合わせてみると、密接に関わっています。

大根
食物の消化を助けるとと
もに腸の働きを整えてく
れる効果があります

サツマイモ
煮る、蒸す、揚げるな
ど様々な料理に使え
る。食物繊維が多く、
ビタミン C も豊富

夏     キュウリ・トマト・ピーマンなど■植物の
実 ■水分補給し体の熱を冷ましたり老廃物を体
外に出す。
秋     サツマイモ・サトイモ■エネルギーが蓄積
された部位 ( 他に米・果実）■夏場の疲労回復と、
冬に向けて体内にエネルギーを蓄える。
冬     白菜・キャベツ・大根など■植物の根や葉
■体を温めたり病気に耐える。
春     タケノコ・アスパラガス・ワラビなど■植
物の芽（苦味が多い）■冬場にたまった老廃物を
体外に出す。

都市部の若者が参加した稲刈り体験（カルティ
ベイトファーム・井関地区）

▲ＪＡひたち野が取り組む
「穂の香たまご」は、休耕
田で栽培した飼料米で育て
た卵。黄身が白っぽいのが
特徴です。

▲糖度、大きさや形を厳選
し付加価値を付けていく果
物づくり。果物のブランド
化に取り組んでいます。

11 月の旬のやさい、くだもの



地元の食材、どこで買える？食べられる？

Yasato de toreta マーケット
営業時間　午前９時～午後
６時　※月曜日定休（祝日
の場合は翌日）
☎ 36-5031

JA やさと柿岡直売所
営 業 時 間（11 月 ～ 3 月 ）
午前９時～午後６時　※年
末年始定休　☎ 44-8310

JA やさと園部農産物直売所
営業時間（11 月～ 3 月）
午前 8 時 30 分～午後６時
30 分　☎ 46-6479

Yasato de toreta 　レストラン
営業時間　（火～金曜日）午前
11 時～午後５時（土・日・祝日）
午前 11 時～午後８時　※月
曜日定休（祝日の場合は翌日）
☎ 42-4822

広報いしおか１１月１日号  №２１８　　４

茨城をたべよう運動

　県では「茨城をたべよう」運動を展開していま
す。家庭の日である毎月第３日曜日は「茨城をたべよ
う Day」、それから始まる一週間は「茨城をたべよう
Week」です。
※これは、地産地消を推進する「茨城をたべよう運動
推進協議会」が、豊富に生産される茨城の農林水産物
を知ってもらい、食べてもらうために制定しました。

食はどこから？

　日本は、食料の約６割を世界中から輸入しています。世界中の農場から食卓
までにはかなりの距離があり、飛行機や船で運ぶためには、沢山の燃料を消費
します。その結果、二酸化炭素の排出量が多くなり、環境に負担を与えます。
このように農産物が収穫された場所から食卓までの距離を表わしたものをフー
ドマイレージ（食料の重さ×食料の輸送距離）といいます。

内
で
育
つ
、
た
く
さ
ん
の
旬

の
食
材
。

　

11
月
は
「
地
産
地
消
」
強
化
月
間
で

す
。
家
庭
や
職
場
、
子
ど
も
た
ち
の
学

校
給
食
、
ま
た
は
小
売
店
や
直
売
所
な

ど
で
、
地
元
食
材
を
み
ん
な
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

市

農体験を通して食の大切さを伝える

　 朝 日 里 山 学 校
は、 地 元 野 菜 を
使 っ た 石 釜 ピ ザ
焼 き 体 験 や そ ば
打 ち 体 験 な ど が
で き る 体 験 型 観
光 施 設。 利 用 者
は年間でおよそ 1
万 人。 市 内・ 市
外・県外からのお客さんの割合はおよそ３分の１
ずつ。都市部の中高生を中心に、田植えや稲刈り
など年間を通しての農体験を受け入れています。

地
産
地
消
と
は

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
、
地
元

で
食
べ
る
こ
と
を
地
産
地
消
と
い
い
ま

す
。
生
産
・
流
通
・
加
工
な
ど
の
技
術

の
発
達
に
よ
り
、
１
年
を
通
し
て
誰
で

も
手
軽
に
「
食
」
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
食
材
の
旬
は
そ
の
土

地
ご
と
に
あ
り
ま
す
。
人
も
野
菜
も
同

じ
環
境
で
育
っ
て
い
る
の
で
、
地
元
産

の
野
菜
は
摂
取
し
た
と
き
に
体
に
馴
染

み
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
元
農
産
物
を
食
べ
る
こ
と

で
、
環
境
へ
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
５
０
０
グ
ラ
ム

の
小
松
菜
を
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

と
こ
ろ
か
ら
運
ぶ
と
７
・
２
グ
ラ
ム
、

中
国
（
２
３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
か

ら
運
ぶ
と
36
・
５
グ
ラ
ム
排
出
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
が
、地
域
内（
数
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
に
運
ぶ
場
合
は
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
は
０
・
３
グ
ラ
ム
で
済
む
の
で

す
。



軽トラ朝市
営業時間　毎週土曜日　午
前 9 時～ 11 時
場所　いしおかイベント広
場（石岡市若宮 3 丁目）

ゆりの郷物産館
営業時間　午前 10 時～午
後 10 時　※第 2・4 月曜日
定休（祝日の場合は翌日）、
1 月 1 日　☎ 42-4126

JA ひたち野直売所
石岡そだち
営業時間　午前８時 30 分
～午後６時　※月曜日、年
末年始定休　☎ 23-8333

JA ひたち野農産物直売所
大地のめぐみ営業時間　午
前９時 30 分～午後６時　
※第２・４木曜日定休　
☎ 56-5806

毎
月
19
日
は
、
食
育
の
日

　

昨
日
の
夜
は
、
何
を
食
べ
ま
し
た
か
？
お

と
と
い
の
昼
は
？　

普
段
、
何
気
な
く
と
っ

て
い
る
食
事
。
仕
事
を
し
な
が
ら
、
作
業
を

し
な
が
ら
簡
単
に
済
ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
も

…
。
心
も
体
も
、
健
康
に
生
き
生
き
と
暮
ら

す
た
め
に
、
何
よ
り
も
大
切
な
「
食
」。

　

食
育
の
「
育
」
と
い
う
言
葉
と
「
19
」
を

か
け
て
毎
月
19
日
は
、
内
閣
府
が
定
め
た
食

育
の
日
。
食
材
の
こ
と
、
生
産
者
の
こ
と
、

産
地
の
こ
と
、
月
に
１
度
は
意
識
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

食
育
と
は

　

様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
の
大
切
さ

と
正
し
い
知
識
を
学
び
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
す
べ
て
世
代
が
豊
か
な
食
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
り
組

み
で
す
。

　

食
育
は
、
栄
養
の
偏
り
、
不
規
則
な
食
事
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
、
食
の
海
外
へ

の
依
存
、
伝
統
的
な
食
文
化
の
危
機
な
ど
の

問
題
を
解
決
す
る
糸
口
で
す
。

家
庭
の
食
育

　

親
子
で
一
緒
に
買
い
物
に
行
き
、
野
菜
の

旬
を
伝
え
た
り
、
テ
レ
ビ
を
消
し
て
会
話
の

あ
る
食
卓
に
す
る
の
も
食
育
の
一
環
。
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
食
育
は
始
ま
り
ま
す
。

ある日の給食の献立メニュー

栗ごはん（石岡市産コシヒカリ）・牛乳（県
産生乳）・手作り玉子焼き（石岡市産鶏卵、
県産ほうれん草）・けんちん汁（石岡市産
豚肉、にんじん、ねぎ、大根、ごぼう、県
産こんにゃく、大豆味噌）・柿（石岡市産
富有柿）

給食センターの取り組み
　地元食材を取り入れたり、子ども

たちに生産者の声を伝える機会づく

りなどに取り組んでいます。

　子どもたちにとって、実際に話を

聞くことは生産者の苦労や喜びなど

を知る機会です。育てたものは「自

分の子どものよう」という生産者の

話に、真剣に耳を傾けていました。

生産者による授業の様子

保健センターでも食育
　年に 2 回、食生活改善推進員の
協力のもと親子クッキングを行って
います。食生活改善推進員は、子ど
もから高齢者までを対象に、地域の
食育を進める活動をしています▶

◀学校給食では子どもたちが一日に
必要な栄養量のおよそ３分１をとれ
るようにしています。家庭で不足し
やすい食物繊維やカルシウム、ビタ
ミン類をとれるように献立を考えて
います。また減塩に努め、子どもの
うちから薄味に慣れるように心がけ
ています。

▲大きなお鍋でつくる料理は約 2300 人
分（八郷地区）と約 4300 人分（石岡地区）

５　　広報いしおか１１月１日号  №２１８



　

市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
早
期

健
全
化
基
準
を
14
％
ほ
ど
下
回
る

10
・
５
％
（
24
年
度
は
11
・
４
％
）

で
し
た
。
言
い
換
え
る
と
「
市
の
一

般
的
な
財
源
の
う
ち
10
・
５
％
を
借

り
入
れ
の
返
済
（
公
債
費
）
に
充
て

た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
一
般
財
源
か
ら
借
り
入

れ
の
返
済
に
充
て
た
総
額
は
約

39
億
５
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
う

ち
約
25
億
７
０
０
０
万
円
は
地
方
交

付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
た
め
、
実

質
の
充
当
額
は
約
13
億
８
０
０
０
万

円
で
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
22
・
23
・

24
年
度
と
同
じ
く
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
駅
周
辺
整
備
や
道
路
整
備
な

ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
件
費
や
扶

助
費
、
公
債
費
の
よ
う
に
経
常
的
に

支
出
を
必
要
と
す
る
経
費
が
一
般
財

源
の
う
ち
90
・
５
％
と
い
う
高
い
割

合
を
占
め
て
い
る
た
め
、
今
回
の
比

率
は
楽
観
で
き
る
数
値
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
経

実
質
公
債
費
比
率
は

　

10
・
５
％
で
基
準
超
え
ず

　

上
の
図
の
四
指
標
に
は
、
財
政
の

健
全
化
を
判
断
す
る
た
め
に
、
二
つ
の

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
早
期
健
全
化
基
準

　

比
率
が
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
入
る

と
「
財
政
健
全
化
計
画
」
の
策
定
と

公
表
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

●
財
政
再
生
基
準

　

比
率
が
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
入
る
と
、

市
は
「
財
政
再
生
計
画
」
の
策
定
と

公
表
だ
け
で
な
く
、
地
方
債
の
借
り

入
れ
の
制
限
や
総
務
大
臣
か
ら
予
算

変
更
な
ど
の
勧
告
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

市
と
一
部
事
務
組
合
が
、
将
来
負

担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ

や
債
務
負
担
行
為
な
ど
の
総
額
は
約

５
５
５
億
７
０
０
０
万
円
で
す
が
、
そ

の
う
ち
約
３
１
６
億
３
０
０
０
万
円

は
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
措
置
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
基

金
や
特
定
財
源
を
除
い
た
金
額
を
、

市
の
一
般
的
な
財
源
で
割
り
返
し
た

結
果
、
市
の
将
来
負
担
比
率
は
58
・

１
％
（
24
年
度
は
68
・
１
％
）
と
な

市
の
財
政
は
健
全
で
す

　
　
～
引
き
続
き
経
費
節
減
に
努
力
～

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
、
平
成
24
年
度
に
引
き
続

き
、
と
も
に
赤
字
で
な
い
た
め
、
比

率
は
「
な
し
」
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
計
算
上
算
定
さ
れ
る
黒
字
の
程

度
（
マ
イ
ナ
ス
値
で
表
示
）
は
、
実

質
赤
字
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
５
・
89
％

（
24
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
６
・
85
％
）、

連
結
実
質
赤
字
比
率
が
マ
イ
ナ
ス

９
・
21
％
（
24
年
度
は
マ
イ
ナ
ス

９
・
69
％
）
で
し
た
。

　平成 19 年に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が
公布され、市は財政状況を四つの指標で表すことになりました。
　平成 25 年度決算に基づく石岡市の指標は昨年度に引き続き、
いずれも健全な状況を示す数値となりました。

借
り
入
れ
な
ど
の
将
来
負
担
は

　

一
般
財
源
の
約
０
・
６
年
分

二
つ
の
赤
字
比
率
は
「
な
し
」

グラフから見た市の財政健全度  平成25年度決算

★ 印は、市の現況

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

★の位置から、石岡市が基準内にあることがわかります。

■ 財政再生基準

■ 早期健全化基準

凡例
イエローゾーン

レッドゾーン

12.61% 20.00%

350.0%

30.00%17.61%

35.0%25.0%

0%

0%

0%

0%

★

★

△5.89

58.1	

10.5	

△ 9.21

★

★

平成  25  年度決算

健全化判断比率 石岡市 早期
健全化基準

財政
再生基準

実質赤字比率 ―     12.61 　20.00

連結実質赤字比率 ―     17.61 　30.00

実質公債費比率 10.5     25.0　 　35.0
将来負担比率 58.1   350.0

（単位：％）

　実質赤字比率・連結実質赤字比率は、ともに赤字額がない
ため「－」と表示しています。

平成 25 年度決算に基づく市の健全化判断比率 費
の
節
減
に
向
け
、
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
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健
全
化
判
断
比
率
と
と
も
に
算
定

し
た
も
の
に
、
公
営
企
業
に
か
か
る

資
金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

比
率
は
、
事
業
の
規
模
に
対
す
る
資

金
不
足
額
の
割
合
を
示
す
も
の
で
す

事業名 資金不足
比率 経営健全化基準

水道事業 － 20.0
簡易水道事業 － 20.0
下水道事業 － 20.0
農業集落排水事業 － 20.0

市公営企業にかかる資金不足比率
（単位：％）

平成 25 年度決算

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
市
が
将
来
負

担
す
る
と
見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ
な

ど
の
総
額
は
、
市
の
一
般
的
な
財
源

の
約
０
・
６
年
分
に
当
た
る
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

比
率
が
24
年
度
と
比
較
し
て
10
・

０
％
減
少
し
た
主
な
要
因
は
、
基
金

を
積
み
増
し
し
た
こ
と
や
公
営
企
業

債
な
ど
へ
の
繰
入
見
込
額
・
一
部
事

務
組
合
へ
の
負
担
な
ど
見
込
額
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」

な
ぜ
、
市
は
地
方
債
を

      

借
り
入
れ
し
て
い
る
の
か

　

市
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
健
全

化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
を
算
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
財
政
の
早

期
健
全
化
と
分
か
り
や
す
い
財
政
状
況

の
情
報
開
示
な
ど
の
た
め
の
比
率
で
す
。

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
各
比
率
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
文
中
、
平
易
な
表
現
と
す
る
た
め
、

説
明
を
簡
略
化
し
た
表
記
が
あ
り
ま
す
。

　 

■
問
い
合
わ
せ
　

　  

財
政
課

     

☎
２
３
・
１
１
１
１

         （
内
線
２
３
４
）

　資金不足の比率は、いずれも値がないため「－」と
表示しています。

●健全化判断比率
　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実
質公債費比率、将来負担比率の四つの財
政指標の総称です。地方公共団体は、こ
れらの比率のいずれかが一定基準以上と
なった場合、財政健全化計画または財政
再生計画を策定し、財政の健全化を図ら
なければなりません。

●実質赤字比率
　市の標準財政規模

※ 1

に占める普通会計
※２

の
赤字額の割合を示します。なお、普通会
計が赤字でない場合、この実質赤字比率
は「なし」となります。
※１ 標準財政規模……標準的な状態で
収入が見込まれる一般財源（市税や普通
交付税など使途が特定されない財源と、
財源不足を補てんするため特例的に認め
られる地方債の発行可能額の合計）です。
※２ 普通会計……各地方自治体の会計
の範囲を統一し、統計上の整理、比較を
容易にするために総務省が定めた会計区
分です。25 年度の石岡市の場合、一般
会計と霊園事業特別会計を合わせたもの
になります。

●連結実質赤字比率
　市の標準財政規模に占める全会計の赤
字額の割合を示します。赤字額の考え方
と、会計が赤字でない場合に比率が「な
し」となるのは、実質赤字比率と同様で
す。

●実質公債費比率
　市の標準財政規模に占める、市と市が
加入する一部事務組合・広域連合（霞台
厚生施設組合や新治地方広域事務組合な
ど）が起こした借り入れの返済額の割合
を示し、過去３か年の平均値をその年度
の比率とすることになっています。

●将来負担比率
　市の標準財政規模に占める、普通会計
が将来的に負担すると見込まれる、市、
一部事務組合・広域連合、地方公社・第
三セクターなど（市産業文化事業団な
ど）の借り入れ、債務負担などの割合を
示します。これは「市が将来負担すると
見込まれる借り入れなどの総額は、市の
一般的な財源の何年分に当たるか」とい
うもので、比率が 100 であれば１年分、
150 であれば 1.5 年分と言えます。

　

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比

率
は
、
地
方
債
な
ど
の
借
入
金
額
の

大
き
さ
が
数
値
の
決
め
手
に
な
り
ま

す
。
で
は
、
な
ぜ
市
は
借
り
入
れ
を

行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
が
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
に
は

「
長
く
使
用
で
き
る
施
設
の
整
備
費

用
は
、
次
の
世
代
に
も
負
担
し
て
も

ら
い
、
世
代
間
の
費
用
負
担
の
公
平

性
を
確
保
し
よ
う
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

30
年
返
済
の
借
り
入
れ
を
す
れ

ば
、
そ
の
年
数
の
間
に
施
設
を
利
用

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
整
備
費
用

を
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
市
は

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　

今
回
、
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を

算
定
し
た
結
果
、市
の
財
政
状
況
は
、

「
健
全
段
階
」
に
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
駅
周
辺
整
備
や
道
路
整
備

を
は
じ
め
、
歳
出
の
増
大
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
財
政
運
営
は
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、事
業
の
重
点
化
・

効
率
化
を
行
う
な
ど
、
財
政
の
健
全

化
に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

が
、
市
の
公
営
企
業
で
あ
る
水
道
、

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
各
事
業
は
い
ず
れ
も
資
金
不
足

が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、
算
定
結
果

は
表
の
と
お
り
「
な
し
」
と
な
り
ま

し
た
。

地
方
債
の
多
く
を
施
設
の
建
設
や
道

路
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備
に
充
て
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
家
計
が
厳
し
い
と
き

に
節
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
市
も
一
般
家
庭
も
同
じ
で
す
。

用語の説明
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市
の
財
政
は
、
金
額
も
大
き
く
、

専
門
用
語
が
多
い
た
め
、
分
か
り
に

く
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
25
年
度
の
石
岡
市

一
般
会
計
決
算
の
１
億
円
を
家
計
簿

の
１
万
円
に
置
き
換
え
、
市
の
財
布

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
財
政
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
、
10
年
前
（
平
成
15

年
度
決
算
）
の
状
況
と
比
較
し
て
み

ま
し
た
。

　
10
年
前
と
比
べ
て
給
料
は
少
し

増
え
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
親

か
ら
の
援
助
や
仕
送
り
に
頼
っ
て

い
る
状
態
で
す
。
自
分
で
確
保
で

き
る
収
入
は
、
給
料
と
パ
ー
ト
収

入
を
合
わ
せ
て
も
、
４
割
程
度
で

す
。

　
10
年
前
と
比
べ
て
、
医
療
費
や

子
ど
も
へ
の
仕
送
り
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、家
の
増
改
築
・

家
電
の
購
入
を
控
え
た
り
、
食
費

や
生
活
費
を
抑
え
て
赤
字
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
貯
金
を
増
や
し
な
が
ら
、
ロ
ー

ン
を
減
ら
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
ロ
ー
ン
残
高
の
管
理
が
必

要
で
す
。

収
入

支
出

貯
金
と
ロ
ー
ン
の
残
高

10
年
前
の

  

平
成
15
年
と

  

　   

比
べ
る
と

※ （　）内は平成 15 年度との比較です。△はマイ
ナスを表します。平成 15 年度の額は、旧石岡市と
旧八郷町それぞれの決算額の合計です。
※ 基金・市債とも、一般会計に係る分の残高です。
また、基金からは、定額運用基金を除いています。

石岡市の
 お財布は

平成25年度石岡市一般会計決算

貯金残高（基金残高）
100 万円 

（＋ 44）

ローン残高（市債残高）
292 万円 

（＋１）

貯 金 と ロ ー ン 残 高

食費（人件費）
53 万円 

（Δ６）

生活費（物件費）
33 万円 

（Δ４）

医療費・養育費（扶助費）
57 万円 

（＋ 30）

家の補修代（維持補修費）
3 万円 

（＋１）

ローンの返済（公債費）
29 万円 

（±０）

自治会費など（補助費など）
26 万円 

（Δ５）

家の増改築・家電の購入

（普通建設事業費など）

37 万円 

（＋４）

貯金（積立金・貸付金など）
11 万円 

（＋６）

子どもへの仕送り

（国保・介護・下水道などへの繰出金）

37 万円 

（＋ 8）

合　計
286 万円 

（＋ 34）

支出収入
給料（市税）

98 万円 

（＋４）

パート収入

（使用料・負担金など）

16 万円 

（Δ 3）

親からの仕送り

（地方交付税・消費税交付金など）

74 万円 

（Δ７）

親からの援助

（国庫支出金・県支出金）

57 万円 

（＋ 25）

ローン借り入れ（市債）
39 万円 

（＋ 11）

貯金の取り崩し

（基金繰入金）

2 万円 

（±０）

前年度からの繰越（繰越金）
14 万円 

（＋３）

合　計
300 万円 

（＋ 33）

　 

■
問
い
合
わ
せ
　

　  

財
政
課

     

☎
２
３
・
１
１
１
１

         （
内
線
２
３
４
）
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子育て

保育

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
の

入
園
者
募
集

受付期間　11月４日 火 ～12月５日 金

　　　　　午前８時 30分～午後５時 15分
　　　　　※水曜日は午後７時
受付場所　市役所　こども福祉課
　　　　　八郷総合支所　市民窓口課　　　　　　

1家庭外労働や家庭内労働（自営業、農業、内職など）
をしている人
2妊娠中または出産後間もない人
3自身の疾病、病人の看病や看護をしている人
4求職活動中の人
5就学（職業訓練校なども含む）している人など

保育所（園）・認定こども園の利用を希望する人は、
必ず支給認定証が必要です。支給認定証の申請は入所
（園）の申し込みと一緒にできます。

▶受付場所にて配布している申込用紙（支給認定申請
書・入所申込書）に必要事項をご記入の上、受付場所
に直接お申し込みください。
※申込用紙は、市ホームページからもダウンロードで
きます。

▶「保育の必要性」の高い家庭から入所（園）を決定
します。申し込みは先着順ではありません。

申込方法

入所基準

申込期間

注意事項

　

平
成
27
年
度
の
保
育
所
（
園
）・

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
部
分
）
の
入

園
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
保
護
者

は
、
保
育
の
必
要
性
に
該
当
し
保
育

を
希
望
す
る
人
（
認
定
区
分
の
２
・
３

号
認
定
）
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

こ
ど
も
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
７
３
）

公
立
保
育
所

入
所
・
入
園
年
齢

第
１
・
２
保
育
所

０
〜
５
歳

園
部
保
育
所

み
な
み
保
育
所

や
さ
と
中
央
保
育
所

私
立
保
育
園

石
岡
明
照
保
育
園

０
〜
５
歳

泉
ヶ
丘
保
育
園

国
分
台
ふ
た
ば
保
育
園

ひ
か
り
保
育
園

わ
か
く
さ
保
育
園

し
ら
ゆ
り
保
育
園

そ
と
の
保
育
園

石
岡
ひ
ま
わ
り
保
育
園

り
ん
り
ん
保
育
園

こ
と
り
の
森
保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

石
岡
幼
稚
園

３
〜
５
歳

石
岡
善
隣
幼
稚
園

国
分
寺
幼
稚
園

さ
く
ら
園（
府
中
幼
稚
園
）

ば
ら
き
台
幼
稚
園

わ
か
ば
八
郷
（
八
郷
幼
稚

園
）

森
の
広
場
（
恋
瀬
ほ
し
の

み
や
幼
稚
園
）

認定区分とは？
保育の必要性を下記のように認定し、
市から認定区分ごとに支給認定証を交
付します。
2号認定：満３歳以上で、保育の必要
性に該当し保育を希望する場合
３号認定：満 3歳未満で、保育の必
要性に該当し保育を希望する場合

９　　広報いしおか１１月１日号  №２１８

申し込みの手続き



まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

　

８
月
31
日
、
第
１
回
筑
波
連
山
天

空
ロ
ー
ド
＆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
in
い

し
お
か
大
会
が
、
八
郷
総
合
支
所

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
石
岡
市

推
進
委
員
会
で
は
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
、
７
月
か
ら
街
頭
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
啓
発
運
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

８
月
30
日
に
は
、
ば
ら
き
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
碁
石
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
社
会

と
の
絆
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
た
め
「
第
３
回
絆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
キ
ッ
ク
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
ら
１
０
０
組
を
超
え
る

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
Ｐ
Ｋ
合
戦
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
推
進
委
員
が
参
加
者

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
品
の
う
ち
わ
を

手
渡
し
な
が
ら
、
本
運
動
へ
の
理
解

と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

杉
並
小
職
員
に
よ
る
救
命
・
ア
レ

ル
ギ
ー
講
習
会
が
、
８
月
６
日
、
杉

並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
土
浦
協

同
病
院
救
急
看
護
認
定
看
護
師
の
井

川
洋
子
さ
ん
を
迎
え
、
一
次
救
命
処

置
の
講
義
や
実
技
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
演
習

と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
講

義
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
職
員
に
対
し
定
期
的

に
救
命
な
ど
の
講
習
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、今
回
は
、ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
発
生
時
の
対
応
方
法
や
、

エ
ピ
ペ
ン
※
の
使
い
方
に
つ
い
て
の

▲ＰＫ戦を親子で楽しみました

万
が
一
に
備
え
て 

杉
並
小
職
員
が
救
命
講
習
会

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
で

４
４
２
人
が
健
脚
競
う

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
地
域
社
会
を
目
指
し
て

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
、

４
４
２
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
シ
ョ
ー
ト
25
キ
ロ
、
ミ
ド

ル
48
キ
ロ
、
ロ
ン
グ
70
キ
ロ
の
３
部

門
で
、
筑
波
山
麓
を
走
破
す
る
難

コ
ー
ス
。
実
行
委
員
長
の
山
口
実
さ

ん
は
「
こ
れ
ま
で
年
に
２
回
ず
つ
石

岡
市
で
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
70
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
る
距
離
は
今
回
が
初
め
て

の
試
み
。
コ
ー
ス
の
テ
ー
マ
は
山
麓

の
地
区
を
走
る
こ
と
で
『
里
の
暮
ら

し
』
を
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
。
帰
り
に
果
物
狩
り
や
、

石
岡
の
街
中
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
や
企
業
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
２
５
０
人
以
上
の

人
が
集
ま
り
、
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
置
か
れ
た
給
水
所

な
ど
で
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に

地
元
産
の
梨
や
ぶ
ど
う
な

ど
を
振
る
舞
い
、
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
男
子
の
部
で

優
勝
し
た
米
田
道
生
さ
ん

（
つ
く
ば
市
）
は
「
里
山
の
風
景
を

見
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
女

子
の
部
で
優
勝
し
た
岩
沢
良
子
さ

ん
（
つ
く
ば
市
）
は
「
石
岡
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
途
中
ま
で
２

位
だ
っ
た
の
で
す
が
、
起
伏
の
あ
る

コ
ー
ス
を
走
る
の
が
得
意
な
の
で
、

そ
こ
で
抜
か
し
て
１
位
に
な
れ
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
び
の
声

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲カメラを向けると爽やかに手を振るランナーの皆さん

実
技
演
習
も
あ
り
、
実
用
性
の
高
い

内
容
で
し
た
。

　

職
員
か
ら
は
「
緊
急
事
態
が
起
き

た
時
に
迅
速
に
冷
静
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
講
習
は
毎
年

実
施
し
た
い
」「
現
在
、
エ
ピ
ペ
ン

を
使
用
し
て
い
る
児
童
は
い
ま
せ
ん

が
、
今
回
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

※
エ
ピ
ペ
ン
…
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

（
特
定
の
起
因
物
質
に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
た
全
身
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
）
が
現
れ
た
と
き
に
使
用
し
、

医
師
の
治
療
を
受
け
る
ま
で
の
間
、

症
状
の
進
行
を
一
時
的
に
緩
和
し
、

シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
の
補
助
治
療

剤
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
） ▲一次救命処置で胸骨圧迫の実技を行う職員
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新
庁
舎
建
設
市
民
懇
話
会

　
提
言
書
を
市
長
に
提
出

　

市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ

い
て
、
取
り
入
れ
る
べ
き
機
能
な
ど

を
協
議
・
検
討
し
て
き
た
新
庁
舎
建

設
市
民
懇
話
会
（
会
長 

斎
藤
義
則

茨
城
大
教
授
）
が
、
８
月
25
日
に
市

長
へ
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

市
民
懇
談
会
は
、
学
識
経
験
者
、

各
種
団
体
、
公
募
市
民
合
わ
せ
て
20

人
で
構
成
さ
れ
、
４
月
に
発
足
し
、

毎
月
１
回
の
会
議
を
開
い
て
き
ま
し

た
。

　

提
言
書
に
は
新
庁
舎
の
防
災
・
窓

口
機
能
な
ど
様
々
な
検
討
事
項
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
新
庁

舎
建
設
基
本
計
画
（
案
）
を
作
成
し
、

　

市
の
市
民
憲
章
は
、
平
成
17
年
に

石
岡
市
と
八
郷
町
が
合
併
を
す
る
際

に
、
合
併
協
定
書
の
「
慣
行
の
取
扱

い
」
に
お
い
て
「
新
市
に
お
い
て
新

た
に
制
定
す
る
」
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
制
定
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
来
年
度

に
合
併
10
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
市
民

憲
章
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

新
た
に
制
定
す
る
市
民
憲
章
は
、

市
の
明
日
を
担
う
若
い
世
代
の
力
と

共
に
策
定
す
る
た
め
、
市
内
中
学
校

の
代
表
生
徒
と
市
、
地
域
連
携
協
定

を
結
ん
で
い
る
茨
城
大
学
人
文
学
部

の
学
生
が
参
加
し
、
８
月
24
日
に
市

役
所
で
１
回
目
の
市
民
憲
章
懇
談
会

１１　広報いしおか１１月１日号  №２１８

市
民
憲
章 

市
内
中
学
生

ら
の
思
い
を
込
め
て

10
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
意
見
を
募

集
し
ま
し
た
。
そ
の
後
基
本
計
画
を

策
定
し
、
平
成
29
年
度
中
の
新
庁
舎

完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方

式
で
行
わ
れ
、
茨
城
大
学
の
学
生
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
事
前

に
市
内
の
全
中
学
生
に
向
け
て
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
「
将
来
の

石
岡
市
」
や
「
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
懇
談
会
を
実
施
し
、
若
い

世
代
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
市
民
憲

章
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

９
月
６
日
「
救
急
の
日
」「
救
急

医
療
週
間
」の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ウ
ェ
ル
サ
イ
ト
石
岡
の
駐
車
場
で
市

消
防
本
部
に
よ
る
救
急
や
防
災
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ち
び
っ
こ
防
火

衣
着
装
体
験
や
救
急
車
と
救
助
工
作

車
の
展
示
を
行
い
、
家
族
連
れ
の
皆

さ
ん
は
普
段
着
る
こ
と
が
で
き
な
い

防
火
衣
を
着
な
が
ら
記
念
撮
影
し
た

り
、
救
急
車
や
工
作
車
に
乗
っ
た
り

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
人
の
モ
ノ
ー
さ
ん

が
市
役
所
へ
来
庁

　

８
月
27
日
に
、
ド
イ
ツ
人
の
マ
ル

チ
ン
・
モ
ノ
ー
さ
ん
が
市
役
所
を
訪

れ
ま
し
た
。
モ
ノ
ー
さ
ん
は
、
14
年

前
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
お

し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
ド

イ
ツ
の
カ
ル
フ
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス

少
年
合
唱
団
の
一
員
と
し
て
招

か
れ
お
り
、
今
回
は
、
昔
懐
か

し
い
地
を
一
目
見
た
い
と
、
以

前
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
市
内
の

小
林
恒
吉
さ
ん
・
志
津
江
さ
ん

夫
妻
を
頼
っ
て
の
滞
在
で
し
た
。

　

モ
ノ
ー
さ
ん
は
、
現
在
大
学

で
政
治
学
と
社
会
学
を
学
ん
で

い
ま
す
。
合
唱
団
で
来
日
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
日
本
が
好
き

に
な
り
、
独
学
で
日
本
語
を
習
得
し

た
そ
う
で
す
。

　
「
石
岡
市
は
私
に
と
っ
て
特
別
な
場

所
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
お
世
話

に
な
っ
た
家
族
と
会
え
な
か
っ
た
の

が
残
念
。
ま
た
来
ま
す
」
と
流

り
ゅ
う
ち
ょ
う
暢
な

日
本
語
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲市役所を訪れたモノーさん（左から２番目）と小
林恒吉さん（左）志津江さん（右）夫妻

　

参
加
し
た
市
内
に
住
む
大
学
生
の

関
さ
ん
は
「
消
防
士
の
仕
事
は
以
前

か
ら
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
消

防
士
か
ら
色
々
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
防
火
衣
も
着

ま
し
た
が
、
と
て
も
重
み
が
あ
っ
て

人
命
救
助
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

救
急
や
防
災
に
対
す
る

意
識
向
上
を
目
指
し
て

▲提言書を市長に提出した懇談会のメンバー

▲未来の石岡市について意見を出し合う生徒たち

▲お父さんと一緒に防火衣を着てパチリ。
将来は消防士かな？



満足度調査
結 果 報 告

皆さんの声を
行政サービスの改善に 　市の行政サービスについて、市民の皆さんがどう感じ

ているかを調査し、今後の行政サービスの改善に生かす
ため、市民満足度調査を行いました。
　市民の皆さんからの多くの貴重な意見がまとまりまし
たので、その結果をお知らせします。

■問い合わせ　政策企画課　☎ 23-1111（内線 226）

■調査地域　市内全域
■対象者　　4,000 人（市内在住で 18 歳以上の男女）
■抽出方法　地区別の人口比率、男女、年齢などの属性を
考慮し、無作為に抽出。
■調査方法　郵送調査（回答者は無記名）
■調査期間　6 月９日～ 30 日
■回答状況　有効回答 1,350 通（回答率 33.8％）

基本施策 点数

1 位 地域医療の充実 4.67

2 位 消防・救急体制の充実 4.65

3 位 交通安全の推進 4.62

4 位 防犯対策の充実 4.60

5 位 健康づくりの推進 4.56

【重要度】
基本施策 点数

1 位 健康づくりの推進 3.67

2 位 消防・救急体制の充実 3.60

3 位 上水道の整備 3.35

4 位 防災機能の整備・強化 3.31

4 位 創意ある学校教育の推進 3.29

【満足度】

満足度・重要度の高い上位５施策

　
「
石
岡
ふ
る
さ
と
再
生
プ
ラ
ン
」

を
進
め
る
た
め
、対
象
の
皆
さ
ん
に
、

７
つ
の
政
策
目
標
の
も
と
展
開
し
て

い
る
47
の
基
本
施
策
の
満
足
度
と
重

要
度
を
回
答
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

７
つ
の
政
策
目
標
と
主
な
基
本
施

策
は
次
の
通
り
で
す
。

1
都
市
基
盤
…
駅
周
辺
・
市
街
地
の

整
備
、
公
共
交
通
機
関
の
充
実
な
ど

2
産
業
・
経
済
…
企
業
誘
致
の
推
進
・

工
業
の
振
興
、
商
業
の
振
興
・
中
心

市
街
地
の
活
性
化
な
ど

3
生
活
・
環
境
…
交
通
安
全
の
推
進
、

防
犯
対
策
の
充
実
な
ど

4
消
防
・
防
災
…
消
防
・
救
急
体
制

の
充
実
、
防
災
機
能
の
整
備
・
強
化

な
ど

5
健
康
・
福
祉
…
子
育
て
環
境
の
充

実
、
高
齢
者
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉

の
充
実
な
ど

6
教
育
・
文
化
…
創
意
あ
る
学
校
教

育
の
推
進
、
歴
史
文
化
財
の
保
護
・

活
用
な
ど

7
行
政
運
営
・
経
営
…
積
極
的
な
情

報
発
信
と
対
話
の
充
実
、
庁
舎
の
整

備
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

　満足度は「健康づくりの推進」、「消防・救急体制の充実」が高く、
昨年同様の傾向がみられました。
　重要度は「地域医療の充実」、「消防・救急体制の充実」が高く、
これも昨年と同様の傾向です。
　今回の調査結果をみると、全体では平均値の３を超え、満足度の
平均が 3.06（－ 0.03）、重要度の平均は 4.12（－ 0.04）で、前年
度と比べると満足度・重要度ともに微減となりました。
※（　　）内は前年度との差。

　

設
問
ご
と
の
満
足
度
・
重
要
度
の
点
数
は
、

満
足
（
重
要
）
５
点
、や
や
満
足
（
や
や
重
要
）

４
点
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
３
点
、
や
や
不

満
（
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
）
２
点
、不
満
（
重

要
で
な
い
）
１
点
と
し
て
集
計
し
た
平
均
値
で

す
。
平
均
値
の
３
を
超
え
数
値
が
高
い
ほ
ど
、

満
足
度
・
重
要
度
が
高
い
施
策
と
な
り
ま
す
。

満
足
度
・
重
要
度
を
数
値
化
す
る

評
価
方
法

調
査
内
容

市民満足度調査についての詳しい集計結果は市の
ホームページに掲載しています。
　  http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

調査の概要
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市 民
満足度調査

結 果 報 告
1 位 商業の振興・

中心市街地の活性化

2 位 道路の整備

3 位 企業誘致の推進・
工業の振興

4 位 交通安全の推進

5 位 防犯対策の充実

10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳代以上

1 位 駅周辺・市
街地の整備

防犯対策の
充実

交通安全の
推進

商業の振興・
中心市街地
の活性化

商業の振興・
中心市街地
の活性化

商業の振興・
中心市街地
の活性化

道路の
整備

商業の振興・
中心市街地
の活性化

2 位 防犯対策の
充実

道路の
整備

地域医療の
充実

道路の
整備

企業誘致の
推進・工業

の振興

企業誘致の
推進・工業

の振興

企業誘致の
推進・工業

の振興
環境保全の

推進

3 位
企業誘致の
推進・工業

の振興

商業の振興・
中心市街地の

活性化
防犯対策の

充実
防犯対策の

充実
道路の
整備

道路の
整備

商業の振興・
中心市街地
の活性化

道路の
整備

4 位
生活困窮者
などの自立

支援

企業誘致の推
進・工業の振

興

商業の振興・
中心市街地
の活性化

交通安全の
推進

交通安全の
推進

高齢者福祉
や介護予防

の充実
交通安全の

推進
防犯対策の

充実

5 位
商業の振興・
中心市街地
の活性化

地域医療の
充実

生活困窮者
などの自立

支援

企業誘致の
推進・工業

の振興
防犯対策の

充実
交通安全の

推進
農林業の

振興
企業誘致の
推進・工業

の振興

石岡中地区 府中中地区 城南中地区 国府中地区 旧柿岡中
地区

旧八郷南中
地区

旧有明中
地区 園部中地区

1 位
商業の振興・
中心市街地
の活性化

商業の振興・
中心市街地
の活性化

道路の
整備

商業の振興・
中心市街地
の活性化

商業の振興・
中心市街地
の活性化

防犯対策の
充実

道路の
整備

道路の
整備

2 位
企業誘致の
推進・工業

の振興

企業誘致の
推進・工業

の振興
交通安全の

推進
道路の
整備

交通安全の
推進

企業誘致の
推進・工業

の振興
防犯対策の充

実
防犯対策の

充実

3 位 道路の
整備

道路の
整備

商業の振興・
中心市街地
の活性化

地域福祉の
充実

企業誘致の
推進・工業

の振興
地域医療の

充実
交通安全の

推進
企業誘致の
推進・工業

の振興

4 位 交通安全の
推進

交通安全の
推進

防犯対策の
充実

高齢者福祉
や介護予防

の充実
地域医療の

充実
商業の振興・
中心市街地
の活性化

企業誘致の
推進・工業

の振興
交通安全の

推進

5 位 駅周辺・市
街地の整備

防犯対策の
充実

高齢者福祉
や介護予防

の充実
駅周辺・市
街地の整備

公共交通機
関の充実

交通安全の
推進

下水道の
整備

下水道の
整備

（世 代 別）

（地 区 別）

業務改善必要度の高い上位５施策

　業務改善必要度が高かったのは「商業の振興・中心市街地の活性化」
「道路の整備」「企業誘致の推進・工業の振興」で昨年と同様の傾向が見
られました。
　石岡地区では「駅周辺・市街地の整備」、八郷地区では「下水道の整備」
の分野が全体傾向と比べ比較的高い水準となりました。

　

47
の
基
本
施
策
を
相
対
的
に
比
較
す
る
目
安
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
満
足
度
・
重
要
度
か
ら
偏
差

値
化
す
る
な
ど
の
方
法
で
算
出
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、業
務
改
善
必
要
度
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
、

市
民
の
期
待
の
割
に
満
足
度
が
低
く
、
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

業
務
改
善
必
要
度
を
算
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
が
ど
の
基
本
施
策
を
強
く
求
め
て
い
る
か
、

ほ
か
の
基
本
施
策
と
比
べ
て
改
善
が
必
要
か
な

ど
総
合
的
に
把
握
す
る
指
標
に
な
り
ま
す
。

事
業
の
必
要
度
を
把
握
す
る
指
標

業
務
改
善
必
要
度
と
は
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まつりの華「金棒引き」

▲幌獅子パレード

▲年番冨田町の幌獅子

過
去
最
高

　

３
日
間
で
47
万
人

　
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
が
、
９
月
13
日
か
ら
３

日
間
に
わ
た
り
、
市
街
地
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
正
式
に
は
、
常

ひ
た
ち
の
く
に
そ
う
し
ゃ
ぐ
う
れ
い
た
い
さ
い

陸
國
總
社
宮
例
大
祭
と

い
う
こ
の
祭
り
に
、
県
内
外
か
ら
47
万
人
も
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
華
麗
な
山
車

や
勇
壮
な
幌
獅
子
な
ど
44
台
が
市
内
を
練
り
歩

き
、
市
街
地
は
祭
り
一
色
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
13
日
は
、
神じ

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
２
時
の
花
火
を
合
図
に
、
總
社
宮
か

ら
ご
神
体
を
の
せ
た
大
神
輿
が
出
社
。
大
神
輿

は
冨
田
の
さ
さ
ら
と
土
橋
・
仲
之
内
の
獅
子
を

露
祓は

ら
い
に
し
、
猿
田
彦
を
道
案
内
と
し
て
供ぐ

ぶ奉

行
列
を
組
ん
で
、
年
番
の
冨
田
町
の
御お

か
り
や

仮
殿
へ

渡と
ぎ
ょ御
し
ま
し
た
。

　

14
日
の
奉

ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

祝
祭
で
は
、
總
社
宮
境
内
で
奉
納

相
撲
（
県
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
）
が
行

わ
れ
、
神
楽
殿
で
は
「
巫
女
舞
」
や
「
染
谷

十
二
座
神
楽
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

御
幸
通
り
で
は
、
幌
獅
子
パ
レ
ー
ド
や
山
車
パ

レ
ー
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
集
ま
っ
た
大
勢
の

見
物
客
か
ら
、歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

15
日
の
還か

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
に
は
、
年
番
町
の
御
仮
殿
か

ら
、
ご
神
体
が
供
奉
行
列
で
總
社
宮
へ
還か

ん
ぎ
ょ御

し
ま
し
た
。
大
神
輿
が
總
社
宮
の
本
殿
に
着
く

と
、
還
幸
祭
が
行
わ
れ
、
年
番
が
冨
田
町
か
ら

仲
之
内
町
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。



▲土橋町の幌獅子

来年の年番仲之内町の幌獅子▶

▲染谷十二座神楽 巫女舞▲

▼冨田町の「ささら」

▼道案内をする「猿田彦」

まつりの華「金棒引き」▼

◀
御
仮
殿
へ
向
か
う
大
神
輿

▲奉納相撲



第
55
回
石
岡
市
美
術
展

▼
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
美

術
、
書
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

美
術
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
19
日（
水
）～
23
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
振
興
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
２
）

第
18
回
八
郷
芸
能
祭

▼
民
謡
、
舞
踊
、
詩
吟
な
ど
伝
統
芸

能
の
愛
好
家
が
日
頃
の
練
習
成
果
を

発
表
す
る
芸
能
祭
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
30
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
か
ら

場
所
／
中
央
公
民
館　

大
講
堂

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
振
興
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
２
）

光
風
荘
も
み
じ
祭
り

▼
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
の
ほ
か
、
水
戸

の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
の
ラ
イ
ブ
な
ど

も
開
催
し
ま
す
。
バ
ザ
ー
の
品
物
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら

場
所
／
光
風
荘
（
谷
向
町
13‒

23
）

■
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
支
援
施

設　

光
風
荘
・
光
風
荘
ア
ネ
ッ
ク
ス

☎
２
２
・
５
８
１
１

大
雅
荘

は
ー
と
ふ
る
ビ
レ
ッ
ジ
文
化
祭

▼
バ
ザ
ー
、
様
々
な
模
擬
店
の
ほ
か
、

三
村
ば
や
し
子
ど
も
教
室
に
よ
る
お

囃
子
の
実
演
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。
バ

ザ
ー
の
品
物
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
２
時

場
所
／
大
雅
荘（
三
村
２
５
９
５‒

２
）

■
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
支
援
施
設　

大
雅
荘

☎
２
４
・
０
７
３
１

視
覚
障
が
い
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
視
覚
障
が
い
者
の
移
動
、
介
助
に

必
要
な
知
識
や
技
術
を
修
得
す
る
た

め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
。

日
時
／
12
月
11
日（
木
）・
16
日（
火
）・

18
日
（
木
）
全
３
回

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
／
光
風
荘
（
谷
向
町
13‒

23
）

対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
の
人
で
、

今
後
も
視
覚
障
が
い
者
の
自
立
の
社

会
参
加
の
た
め
に
活
動
し
て
も
ら
え

る
人

定
員
／
20
人

申
込
期
間
／
11
月
４
日
（
火
）
～
28

日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
２
２
・
２
４
１
１

キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
★
ダ
ン
ス

▼
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
ホ
ッ
プ
、

ス
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ン
プ
。
み
ん
な
で

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！
受

講
料
は
無
料
で
す
。

日
時
／
11
月
30
日
、
12
月
21
日
、
１

月
11
・
18
日
、
２
月
８
・
15
日
（
日
・

全
６
回
）
午
前
10
時
～
11
時
15
分

対
象
／
４
歳
～
小
学
校
低
学
年

講
師
／
木
村
幸
子

定
員
／
30
人

申
込
受
付
／
11
月
７
日
（
金
）
か
ら

石
岡
警
察
署
か
ら

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
9
／
30
現
在
】

・
発
生
件
数　

２
３
５
件
（
＋
20
）

・
死
者
数　

３
人
（
－
１
）

・
負
傷
者
数　

３
１
５
人
（
＋
33
）

・
物
損
事
故　

１
３
２
１
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

●
●
●
●
●
●

●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●

●
●
●
●
●
●

ネットワ

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

イ

ベ

ン

ト

募

集
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※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

ひ
ま
わ
り
体
操
第
２
弾

▼
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。

日
時
／
12
月
～
平
成
27
年
３
月
の
金

曜
日　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
心

疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運
動
の
制

限
を
さ
れ
て
い
な
い
人

講
師
／
木
村
幸
子

申
込
受
付
／
11
月
17
日
（
月
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

せ
ん
げ
ん
山
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が

ら
、
紅
葉
の
せ
ん
げ
ん
山
（
標
高

３
４
４
メ
ー
ト
ル
）
を
ハ
イ
キ
ン
グ

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
26
日
（
水
）
午
前
９
時

集
合
（
朝
日
里
山
学
校
）
午
後
１
時

30
分
解
散

参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
、

保
険
料
な
ど
）

定
員
／
30
人

※
雨
天
中
止
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

朝
日
里
山
学
校

☎
５
１
・
３
１
１
７

菖
蒲
沢
薬
師
古
道
散
策
め
ぐ
り

▼
朝
日
里
山
学
校
か
ら
薬
師
古
道
を

歩
く
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で

す
。

日
時
／
11
月
18
日
（
火
）
午
前
９
時

集
合

参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
、

保
険
代
な
ど
）

定
員
／
30
人

申
込
方
法
／
「
菖
蒲
沢
薬
師
古
道
散

策
め
ぐ
り
」
と
明
記
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
南
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会

☎
０
９
０
・
９
３
３
２
・
０
３
５
６

℻
４
４
・
１
３
１
９

暮
ら
し
と
家
計
の
講
習
会

▼
家
計
や
家
事
に
つ
い
て
、
実
際
の

暮
ら
し
に
基
づ
い
て
話
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時

～
正
午

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

定
員
／
40
人

参
加
費
／
４
０
０
円

※
託
児
も
あ
り
ま
す
。（
要
予
約
、

保
険
代
・
お
や
つ
付
き
２
０
０
円
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

土
浦
友
の
会　

石
岡
支
部

☎
２
３
・
２
９
６
２

茨
城
県
民
の
日
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
小
学
１
年
～
６
年
が
対
象
で
す
。

学
年
・
男
女
別
に
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
走
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
13
日
（
木
）
午
前
９
時

～
午
後
５
時

場
所
／
柏
原
野
球
公
園

参
加
費
／
５
０
０
円

定
員
／
20
人
（
各
学
年
男
女
別
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

柏
原
野
球
公
園
管
理
事
務
所　

☎
２
３
・
８
１
５
８

霞
ヶ
浦
学　

後
期 
特
別
講
座

▼
霞
ヶ
浦
流
域
農
地
の
負
荷
削
減
や

水
生
植
物
の
現
状
な
ど
の
テ
ー
マ

で
、
霞
ヶ
浦
湖
水
の
物
質
循
環
と
生

態
系
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
／
11
月
28
日
（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

場
所
／
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
・
８
２
８
・
０
９
６
２

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ

（
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｄ
）
基
礎

▼
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｃ
Ａ
Ｄ
２
０
１
３
の
製

図
機
能
、編
集
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

日
時
／
平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）・

２
月
１
日
（
日
）・
７
日
（
土
）
午

前
９
時
～
午
後
４
時

定
員
／
20
人

受
講
料
／
２
９
８
０
円

申
込
期
間
／
11
月
25
日
（
火
）
～
12

月
19
日
（
金
）

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
、
講
座

名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
職
業
（
会
社
名
）
を
明
記
の
上
、

郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け
付
け
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院　

☎
０
２
９
・
８
４
１
・
３
５
５
１

ホ
ン
キ
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

▼
４
日
間
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る

こ
と
が
条
件
で
す
。
参
加
者
の
２
人

に
１
人
が
受
講
後
３
か
月
以
内
に
内
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定
を
獲
得
す
る
す
ぐ
に
役
立
つ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
料
金
は

無
料
で
す
。

日
時
／
11
月
12
日（
水
）・
14
日（
金
）・

18
日
（
火
）・
20
日
（
木
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

対
象
／
15
～
39
歳
ま
で
の
求
職
活
動

中
の
人

定
員
／
15
人

申
込
締
切
／
11
月
11
日
（
火
）
午
後

５
時
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
ば
ら
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
２
９
・
２
５
９
・
６
８
６
０

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
か
ら
17
歳

未
満
男
子
が
対
象
で
、
３
年
間
の
教

育
終
了
時
に
は
、
高
等
学
校
卒
業
資

格
を
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
／
11
月
１
日
（
土
）
～
平

成
27
年
１
月
９
日
（
金
）

一
次
試
験
日
／
平
成
27
年
１
月
24
日

（
土
）

※
推
薦
試
験
は
申
込
期
間
や
試
験
日

が
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

土
浦
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

就
職
カ
レ
ッ
ジ

▼
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き
で
は
、

脱
フ
リ
ー
タ
ー
・
無
職
を
目
指
す
15

～
40
代
前
半
を
対
象
に
し
た
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
27
日（
木
）・
28
日（
金
）、

12
月
４
日
（
木
）・
５
日
（
金
）、
11

日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

場
所
／
土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

雇
用
人
材
協
会　

☎
０
２
９
・
３
０
０
・
１
７
３
８

　

s-co
lleg

e@
k

o
yo

u
-jin

zai.

org「
自
転
車
で
茨
城
を
走
ろ
う
！
」

▼
自
転
車
に
よ
る
地
域
振
興
を
考
え

る
た
め
の
自
転
車
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時
／
11
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時

～
４
時

場
所
／
筑
波
学
院
大
学

定
員
／
３
０
０
人

申
込
方
法
／
氏
名
、
参
加
人
数
、
連
絡

先
を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

り
ん
り
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

☎
０
２
９
・
８
６
９
・
４
０
３
１

℻
０
５
０
・
３
７
３
０
・
０
１
０
９

　

info-s@
npo-rp.org

自
動
交
付
機
が
利
用
停
止

▼
電
気
設
備
の
保
守
点
検
の
た
め
、

次
の
日
程
で
自
動
交
付
機
が
利
用
停

止
に
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

日
に
ち
／
11
月
８
日
（
土
）
市
役
所
・

国
府
、
府
中
、
東
地
区
公
民
館
・
ま

ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
・
八
郷
総
合

支
所

11
月
23
日
（
日
）
八
郷
総
合
支
所

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
０
）

木
造
住
宅　
を
建
築
す
る
人
へ

木
の
住
ま
い
助
成
事
業

▼
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
ま
た
は

転
入
者
が
、
木
造
住
宅
を
建
築
す
る

場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

助
成
額
／
住
宅
建
築
に
要
す
る
費
用

の
10
％
以
内
で
、
50
万
円
が
限
度

条
件
／
1
市
内
の
設
計
事
務
所
へ
の

設
計
監
理
依
頼
2
市
内
の
工
務
店
へ

の
施
工
依
頼
な
ど
※
す
で
に
工
事
に

着
手
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

申
込
締
切
／
平
成
27
年
１
月
30
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

多
重
債
務
者
の
た
め
の

　

無
料
法
律
相
談
会

日
時
／
11
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時

～
４
時
30
分

場
所
／
土
浦
合
同
庁
舎
第
一
分
庁
舎

定
員
／
10
人

申
込
期
間
／
11
月
４
日
（
火
）
～
14

日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
生
活
文
化
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
８
２
９

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

▼
職
場
の
男
女
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
、

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

お

知

ら

せ
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厳
守
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
17
日（
月
）～
23
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。

相
談
番
号
／
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

相
談
員
／
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権

擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ　

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

☎
０
２
９
・
２
２
７
・
９
９
１
９

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

▼
成
年
後
見
制
度
や
各
種
行
政
手
続

き
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
時
／
11
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時

～
４
時

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

■
問
い
合
わ
せ　

県
行
政
書
士
会　

県
南
支
部　

☎
４
３
・
０
５
３
６

狩
猟
期
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

▼
11
月
15
日
（
土
）
～
平
成
27
年
２

月
15
日
（
日
）（
イ
ノ
シ
シ
猟
は
３

月
31
日
（
火
））
ま
で
、
狩
猟
が
解

禁
に
な
り
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
山
間
部
に
立
ち
入
る
と
き

は
、
目
立
つ
服
装
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音

の
出
る
も
の
を
携
帯
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
法
令
で

定
め
ら
れ
た
鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
規

制
区
域
、
人
家
の
あ
る
場
所
、
公
道
、

公
園
な
ど
の
場
所
で
は
狩
猟
で
き
ま

せ
ん
。
マ
ナ
ー
と
法
令
を
守
り
、
事

故
の
な
い
狩
猟
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
３
）

日
本
農
村
医
学
会

　

学
術
総
会
公
開
講
座

▼
陶
芸
作
家
寺
本
守
氏
と
冒
険
家
三

浦
雄
一
郎
氏
に
よ
る
公
開
講
座
で

す
。

日
時
／
11
月
14
日
（
金
）

午
前
11
時
～
正
午
「
笠
間
の
地
に
自

由
を
求
め
て
」
寺
本
守
氏

午
後
３
時
20
分
～
４
時
40
分
「
果
て
し

な
き
夢
―
輝
く
命
」
三
浦
雄
一
郎
氏

場
所
／
つ
く
ば
国
際
会
議
場

■
問
い
合
わ
せ

日
本
農
村
医
学
会

☎
０
３
・
３
２
１
２
・
８
０
０
５

成 人 式 を 開 催 し ま す 

▶市では，新成人の門出を祝し，また成人の日を
記念して成人式典を挙行いたします。新成人は平
成６年４月２日から平成７年４月１日までに生ま
れが該当します。転出した該当者で、石岡市で成
人式を希望する人は、電話または、ハガキに下記
の内容を明記のうえ、12 月５日（金）までにお
申し込みください。
　市内に住民登録している人で、12 月中旬以降
になっても成人式の通知が届かない場合は、お問
い合わせください。

日時／平成 27 年１月 11 日（日）
午後０時 20 分　受け付け
午後１時  　　　式典開始
会場／市民会館　大ホール
記入事項／成人者の住所・氏名（ふりがな）・生
年月日・性別・卒業中学校名・世帯主（親元など）
の住所・氏名・電話番号
■申し込み・問い合わせ　
生涯学習課　☎ 43‒1111（内線 1361）
〒 315‒0195　石岡市柿岡 5680 番地１　
石岡市教育委員会　生涯学習課
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石
岡
側
の
筑
波
山
の
魅
力
を
体
感

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

筑
波
山
登
山
と
い
う
と
、
つ
く
ば

市
側
か
ら
登
る
こ
と
を
連
想
し
が
ち

で
す
が
、
石
岡
市
側
の
筑
波
山
も
と

て
も
魅
力
的
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
に
ち　

11
月
30
日
（
日
）

集
合
場
所

・
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
午
前

８
時
集
合
、
午
後
４
時
解
散
）

・
八
郷
総
合
支
所
（
午
前
８
時
30
分

集
合
、
午
後
３
時
30
分
解
散
）

※
バ
ス
で
つ
つ
じ
ヶ
丘
駐
車
場
ま
で

移
動
し
ま
す
。

講
師　

野
村
眞
一
氏
（
つ
く
ば
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
）・
矢
野
徳
也
氏

（
水
郷
筑
波
国
定
公
園
指
導
員
）

内
容　

筑
波
山
の
北
東
面（
石
岡
市
・

桜
川
市
）
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

巡
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料
（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代

６
２
０
円
は
各
自
負
担
に
な
り
ま

す
）

筑
波
山
探
検
ジ
オ
ツ
ア
ー

　〜
石
岡
か
ら
み
る
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
〜 

福祉
成年後見

成
年
後
見
制
度
を

　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か

　

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
を
保
護
し
、
支
援
す
る

制
度
で
す
。

■
支
援
内
容

　預
貯
金
管
理
・
不
動

産
処
分
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契

約
・
料
金
の
支
払
い
な
ど

■
支
援
者

　家
族
や
親
族
の
ほ
か

に
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
社
会
福

祉
士
な
ど
を
希
望
で
き
ま
す
。

■
手
続
方
法　

本
人
や
配
偶
者
、
四

親
等
内
の
親
族
、
市
区
町
村
長
、
検

察
官
な
ど
が
、
本
人
住
所
地
の
家
庭

裁
判
所
に
申

し
立
て
ま
す
。

　

手
続
完
了

ま
で
に
は
、３

か
月
程
度
か

か
り
、
費
用

は
10
万
円
前

後
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

【
高
齢
者
】地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

【
障
が
い
者
】
社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

■本人の程度によって下の２種類に
分けられます。

1任意後見制度
現在は判断能力のある人が、不十分
になったときに事前に、誰にどのよ
うな支援をしてもらうかを公証役場
を通して契約しておく制度です。

2法定後見制度
家庭裁判所に選ばれた人が、認知症・
知的障がいなどによって物事を判断
する能力が十分でない人に預貯金な
どの管理や日常生活の様々なことを
支援する制度です。本人の判断能力
の程度により後見制度・保佐制度・
補助制度に分かれています。

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

対
象
者　

山
歩
き
の
で
き
る
人

持
ち
物　

お
弁
当
・
飲
み
物
・
カ
ッ

パ
・
タ
オ
ル
・
手
袋
・
筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課
（
内
線
２
２
６
）

コース
つつじヶ丘駐車場からロープウェイで移動
し女体山山頂見学後、桜川市筑波高原キャ
ンプ場（昼食場所）に移動し、東筑波ハイ
キングコースでつつじヶ丘駐車場まで歩く
コースです。

つつじケ丘

つくばねオート
　　　　　キャンプ場

女体山　877m

筑波高原キャンプ場

筑波山ロープウェイ

つつじケ丘駐車場
スタート地点・ゴール地点

ロープウェイで移動

ロープウェイで移動

筑波高原キャンプ場　昼食場所

東筑波ハイキングコース
徒歩で移動

広報いしおか１１月１日号  №２１８　２０



　

参
加
者
は
９
人
、
座
談
会
方
式
で

行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
石
岡
駅
の
橋
上
化
工
事

が
進
み
、
東
西
両
側
か
ら
改
札
へ
行

き
や
す
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置

さ
れ
る
た
め
、
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
人
が
使
い
や
す
く
な
る
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
、

現
状
も
含
め
て
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

◎
団
体　

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

1公共施設を建てる前の計画段階で、障がい者の
利用も考えてもらいたい。相談があれば、障がい
者の目線で利用しやすいものができる。（新駅舎
の点字ブロックでも意見あり）
2学校教育の中で、障がい者が生徒達に直接語り
かけるようなカリキュラム（授業など）を取り入
れることができないか。

身
体
障
が
い
者
視
点
の

　
　
　
　ま
ち
づ
く
り

７
月
11
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
4

3ひまわりの館の利用者（お風呂）が少ないの
で、イベントを開催したり、交通手段を検討し
たりして活気あふれる施設にしたい。
4日常生活用品の補助を申請したが、健常者が
同居していることで対象とならなかった。今後
「自立」を考えての申請であったが、認められ
なかったことは、制度そのものに問題があるの
ではないか。

身体障害者協議会で出された意見

２１　広報いしおか１１月１日号  №２１８

「市長日記」延期のお知らせ
　今月号の「市長日記⑩」は次号 11月 15日号に掲載します。

　９月１日号に掲載した市長日記⑨のオペラ「小町百年の恋」についての文中で「市民会館で
開催されるはずでしたが、大震災の影響で中止となりました」と触れましたが、震災後の平成
23年８月７日に中央公民館で開催し、好評を博したことを追記します。

栄養成分（２人分）

材
料
（
２
人
分
）

大
根　

４
㎝
・
ニ
ン
ジ
ン　

¼
本
・

生
シ
イ
タ
ケ　

２
つ
・
鶏
ひ
き
肉　

30ｇ
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス　

10ｇ
・

だ
し
汁　

１
と
½
カ
ッ
プ

Ａ
｛
塩　

小
さ
じ
⅓
・
み
り
ん　

小
さ
じ
１
｝
シ
ョ
ウ
ガ　

少
々
・
片

栗
粉　

小
さ
じ
１
・
水　

小
さ
じ
２

作
り
方　

①
大
根
は
２
㎝
角
に
切
る
。
ニ
ン
ジ

ン
、
生
シ
イ
タ
ケ
は
大
根
よ
り
小
さ

い
角
切
り
に
す
る
。

②
鍋
に
だ
し
汁
を
温
め
①
を
入
れ
、

煮
立
っ
た
ら
火
を
弱
め
る
。
５
〜
６

エネルギー 67kcal
塩分 1.0g

大根の薄くず煮

味がしっかりとしみ込んだ、身体の中
から温まる一品です。

分
煮
た
ら
Ａ
を
入
れ
、
ひ
き
肉
を

加
え
て
ほ
ぐ
す
。

③
ア
ク
を
と
り
、
野
菜
が
柔
ら
か

く
な
っ
た
ら
シ
ョ
ウ
ガ
と
グ
リ
ン

ピ
ー
ス
を
加
え
、
水
溶
き
片
栗
粉

で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

④
器
に
盛
っ
て
出
来
上
が
り
。

☆
１
日
に
取
り
た
い
野
菜
の
⅓

（
１
２
０ｇ
）
が
取
れ
ま
す
。
優

し
い
味
付
け
な
の
で
、
お
子
さ
ん

に
も
お
す
す
め
で
す
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介



▼
石
岡
市
体
育
協
会
に
加
盟
し
て
い

る
団
体
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
ょ
う
！

団
体
紹
介
4

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

当
部
は
昭
和
58
年
４
月
、
当
時
の

社
会
人
チ
ー
ム
代
表
や
市
内
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
顧
問
の
先
生
な
ど
を

中
心
に
、
石
岡
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
設
立
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
８
・
３
月
の
中
学
生
夏

季
・
春
季
大
会
で
す
。
初
回
は
市
内

４
校
男
女
７
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
今

で
は
近
隣
男
女
30
チ
ー
ム
以
上
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
男
女
約
20
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
社
会
人
大
会
も
３
月
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
18
年
６
月
に
は

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
を
立
ち
上
げ
、
指
導
者
と
保
護

者
が
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
部
長　

今
泉 

秀
明

☎
２
６
・
０
７
３
１

第
17
回
石
岡
市
市
長
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優　

勝　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

準
優
勝　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

８
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
結
果　

三
市
交
流
大
会
（
鹿
の
子
）

優　

勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

準
優
勝　

城
南
チ
ー
ム

第
３
位　

栄
松
チ
ー
ム

月
例
大
会
（
鹿
の
子
）

優　

勝　

城
南
チ
ー
ム

準
優
勝　

ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

第
３
位　

こ
い
せ
チ
ー
ム

第
66
回

石
岡
地
方
中
学
校
野
球
大
会

優　

勝　

土
浦
二
中

準
優
勝　

土
浦
四
中

第
３
位　

霞
ヶ
浦
中
／
八
郷
中

県
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟
主
催

市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
選
手
権

第
２
位　

石
岡
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

第
９
回　

石
岡
市
議
長
杯

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

シ
ニ
ア
男
子

優　

勝　

大
槻
進

準
優
勝　

佐
藤
功

第
３
位　

本
多
幸
雄

Ｇ
シ
ニ
ア
男
子

優　

勝　

潮
田
尚
文

準
優
勝　

菅
原
治

第
３
位　

宮
部
幸
夫

女
子

優　

勝　

大
槻
洋
子

準
優
勝　

道
川
美
代
子

第
３
位　

鈴
木
敏
子

スポーツ

石岡市体育協会に加盟して
いるスポーツ団体の大会結
果などをお知らせします。

石岡運動公園
☎ 26-7210
八郷総合運動公園
☎ 43-6884
石岡海洋センター
☎ 23－5191　
柏原野球公園管理事務所
☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設
☎ 43-6884

会
員
募
集

結
　
果

　

市
で
は
、
人
権
尊
重
の
理
念
に
関

す
る
正
し
い
理
解
と
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
の
た
め
、
人
権
啓
発
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
T
B
S
テ
レ
ビ

で
多
く
の
報
道
番
組
に
携
わ
り
、
現

在
は
T
B
S
特
別
解
説
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
杉
尾
秀
哉
氏
を

講
師
と
し
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
16
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
2
時
45
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

　
　
　

わ
り
の
館

費
用　

無
料

定
員　

３
０
０
人

※
事
前
申
し
込
み
不
要

講
師　

杉
尾
秀
哉
氏
（
T
B
S
テ

レ
ビ
報
道
局
解
説
・
専
門
記
者
室
長
）

テ
ー
マ　

報
道
か
ら
見
た
こ
れ
か
ら

の
日
本
〜
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
や

さ
し
い
街
と
は
〜

■
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
６
４
）

高
齢
者
・
障
が
い
者
に

　
　
　
　
　

や
さ
し
い
街
と
は

杉尾秀
ひでや

哉氏 プロフィール

1957 年　（昭和 32年）兵庫県生まれ
1981 年　東京大学文学部社会学科卒
業後、TBS 入社。報道局に配属となり、
1988 年ワシントン特派員、同支局長。
2007 年　編成制作本部報道局に移り、
同局編集センター開設委員となる。現在
TBS 特別解説委員として「週刊 BS-TBS
報道部」「いっぷく」など多数出演。

▲人権イメージ
　　　キャラクター
人 KEN まもる君・人
KENあゆみちゃん

福　祉
社会福祉

―
人
権
啓
発
講
演
会
を
開
催
―

広報いしおか１１月１日号  №２１８　２２



健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

℻  
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

℻  
４
４
・
１
４
９
２

　

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
電
話
相
談　

毎
月
第
２
火
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

★ ★
■
血
糖
値
の
気
に
な
る
人
の
勉
強
会

　

糖
尿
病
は
腎
臓
や
目
に
重
大
な
合

併
症
を
引
き
起
こ
し
人
工
透
析
に
移

行
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

血
糖
値
が
気
に
な
り
始
め
た
今
、
毎

日
の
食
事
や
運
動
で
血
糖
値
を
改
善

し
ま
し
ょ
う
！

期
日　

11
月
28
日
（
金
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
午
後
１
時
〜
１
時
30
分
）

内
容　

栄
養
士
に
よ
る
講
話
と
質

疑
、運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
実
技
、

予
防
食
試
食

会
場　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　

11
月
４
日
（
火
）
〜

11
月
14
日
（
金
）　 

※
定
員
30
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

申
込
方
法　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室

《
石
岡
地
区
》

11
月
12
日
（
水
）（
定
員
10
人
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
１
時
20
分

会
場　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

《
八
郷
地
区
》

11
月
14
日
（
金
）（
定
員
10
人
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
20
分
〜

１
時
40
分

会
場　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未
就

学
児

内
容　

歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

申
込
方
法　

実
施
日
の
前
日
ま
で
に

各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
口
腔
が
ん
・
歯
周
病
検
診

期
日　

12
月
11
日
（
木
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
〜
11
時

 

講
座
・
教
室

内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
診

察
・
視
触
診
と
歯
科
衛
生
指
導

会
場　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
歳
以
上

費
用　

無
料

申
込
期
間　

11
月
４
日
（
火
）
か
ら

11
日
（
火
）
ま
で
に
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
定
員
80
人
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
特
定
保
健
指
導

　

対
象
者
は
特
定
健
康
診
査
の
結

果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
判
定
さ
れ
た
人
で
す
。
対
象
者
に

は
ハ
ガ
キ
で
健
康
診
査
結
果
説
明
会

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
無
料
で
す

の
で
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
下
旬

に
「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
（
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
在
中
）」
を
対
象
者
に

郵
送
し
ま
し
た
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
の

種
類
に
よ
っ
て
子
宮
頸
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
が
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
】

平
成
27
年
２
月
28
日
（
土
）
ま
で

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
知
ろ
う 

①

　

通
常
日
本
で
は
、
毎
年
11
月
下
旬

〜
12
月
上
旬
頃
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
１
月
〜
３

月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
４
月
〜
５

月
に
か
け
て
患
者
数
は
減
少
し
ま

す
。
毎
年
、
人
口
の
５
〜
10
％
（
約

６
０
０
万
〜
１
３
０
０
万
人
）
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に

は
、一
人
ひ
と
り
の
「
か
か
ら
な
い
」

「
う
つ
さ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が

大
切
で
す
。
高
齢
者
や
乳
幼
児
は
、

重
症
化
し
や
す
い
の
で
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
手
洗
い
や
う

が
い
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

○インフルエンザの症状は
　・高熱が特徴。
　・悪

おかん

寒・倦怠感・関節痛・筋肉痛・頭痛・咳・鼻　
　水・くしゃみなど
○予防対策として
　❶流行前にインフルエンザワクチンを接種する
　❷人ごみや繁華街への外出を控える
　❸咳エチケットとしてマスクの使用　　
　❹帰宅時のうがいや手洗いの励行
　❺室内では加湿器などを使用して適度な湿度に保つ
○感染経路
　インフルエンザにかかった人の咳、くしゃみ、つば
などの飛

ひま つ

沫とともに放出されたインフルエンザウイ
ルスをのどや鼻から吸い込むことによって感染しま
す。（飛沫感染）

各保健センターでは育児の相談を随時行っています。お気軽にご相談ください

２３　広報いしおか１１月１日号  №２１８
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開館時間 午前10時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

11 月のコミュニティ

ギャラリー

　

中
心
街
の
店
先
を
お
借
り
し

て
、
趣
味
の
手
作
り
品
、
園
芸
品

な
ど
新
鮮
野
菜
の
軽
ト
ラ
市
参

加
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者

募
集
中
で
す
。

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日　

午
前

11
時
〜
午
後
３
時

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
各
通

　
　
　

り
の
参
加
店
前

　
　
　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

　

新
鮮
野
菜
や
お
菓
子
、
手
作
り

品
の
販
売
。
出
店
自
由
、
参
加
者

募
集
中
で
す
。

毎
月
第
１
水
曜
日（
今
月
は
５
日
）

午
前
10
時
か
ら

折
り
紙
教
室

日
時　

11
月
22
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

育
児
サ
ー
ク
ル

　
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

日
時　

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
15

分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物
作
り　

日
時　

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日　

午
後
１
時
か
ら

今月のサンド市は 15 日

兼
平
ち
え
こ
の
故
郷
散
歩

「
歴
史
の
里
い
し
お
か
め
ぐ
り
」
展

日
に
ち　

11
月
１
日（
土
）〜
11
月
９
日（
日
）

石
岡
の
近
代
史
研
究
家
屋
口
正
一
氏

に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
パ
ー
ト
Ⅰ

　

鹿
島
参
宮
鉄
道
備
品
、
写
真
、
昭
和
10
年

代
の
模
型
電
気
機
関
車
セ
ッ
ト
や
大
日
本
飛

行
協
会
中
央
滑
空
訓
練
所
関
連
備
品
や
写
真

な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
に
ち　

11
月
11
日
（
火
）
〜
19
日
（
水
）

パ
ソ
コ
ン
教
室　

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

　

み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
、
パ
ソ
コ
ン

で
遊
び
ま
し
ょ
う
。
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎

で
す
。

日
時　

11
月
10
日
（
月
）、
17
日
（
月
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
好
き
な
時

間
に
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

資
料
代　

５
０
０
円

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
り

日
時　

11
月
18
日
（
火
）・
26
日
（
水
）　　

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

定
員　

各
日
５
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　

１
０
０
０
円

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

い
の
ち
を
守
る

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
側
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す

る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
作
る
。

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置

は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

建
物
火
災
で
の
死
者
は
、
住
宅
か

ら
の
出
火
に
よ
る
も
の
が
約
９
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
多
く
の
人
が
「
逃
げ
遅

れ
」
に
よ
る
犠
牲
者
で
す
。
火
災
に

早
く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
取
り
付
け
る
場
所

　

寝
室
お
よ
び
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
に
設
置
が
必
要
で
す
。

※
寝
室
と
は
、
住
人
が
普
段
就
寝
し

て
い
る
部
屋
で
、
来
客
が
就
寝
す
る

よ
う
な
部
屋
は
除
か
れ
ま
す
。

　

販
売
は
防
災
設
備
な
ど
の
取
扱

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
電
気
店
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
マ
ー

ク
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が
付
い
て
い
る

も
の
を
お
薦
め
し

ま
す
。

※
高
額
で
売
り
つ

け
る
な
ど
の
悪
質

な
訪
問
販
売
に
は
、

十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
石
岡
消
防
署
☎
２
３
・
０
１
１
９

・
八
郷
消
防
署
☎
４
３
・
６
４
９
１

まちかど学習会

 消　防

 火災予防

11
月
９
日
〜
15
日

『
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
』

広報いしおか１１月１日号  №２１８　２４



か
が
や
き

の　
未来を拓

ひ ひ

く　
男 ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

お
客
様
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
パ
ン
作
り

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の
職
業
で
あ

る
「
パ
ン
屋
さ
ん
」。
今
回
は
、
店

長
と
し
て
お
店
の
経
営
を
し
な
が

ら
、
職
人
と
し
て
パ
ン
作
り
を
し
て

い
る
久
家
敬
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

―
―
な
ぜ
パ
ン
職
人
と
い
う
仕
事
を

選
ば
れ
た
の
で
す
か
。

久
家
さ
ん　

高
校
時
代
、
大
学
に
進

学
す
る
か
、
手
に
職
を
つ
け
て
働
く

か
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
家

族
か
ら
パ
ン
職
人
に
な
る
こ
と
を
勧

め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校

卒
業
後
、
パ
ン
屋
を
経
営
し
て
い
る

企
業
に
就
職
し
、
パ
ン
作
り
か
ら
店

の
管
理
ま
で
、
自
分
で
店
を
始
め
る

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

た
だ
、
実
際
に
自
分
の
店
を
持
っ
て

み
る
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
し
た
ね
。
周
り
の
人
た
ち
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
や
っ

て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
ど
の

よ
う
に
両
立
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

久
家
さ
ん　

子
ど
も
は
３
人
で
す
。

忙
し
い
日
々
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
と

一
緒
に
過
ご
す
時
間
は
大
切
で
す
。

で
き
る
だ
け
保
育
所
の
お
迎
え
に

行
っ
た
り
、
子
ど
も
会
の
行
事
に
参

加
し
た
り
、
部
活
の
様
子
を
聞
い
た

り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
会

話
を
し
て
い
る
と
、
ふ
と
成
長
し
た

な
ー
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
ね
。
う
ち
は
妻
も
店
で
一
緒

に
働
い
て
い
る
の
で
、
家
庭
の
こ
と

を
頼
り
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

足
り
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

―
―
パ
ン
職
人
と
し
て
、
大
切
な
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

久
家
さ
ん　

サ
ー
ビ
ス
業
全
般
に
言

え
る
こ
と
で
す
が
「
お
客
様
を
理
解

す
る
感
性
」
と
「
謙
虚
に
学
ぶ
姿
勢
」

期
日　

11
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

場
所　

東
地
区
公
民
館

内
容　

公
民
館
同
好
会
員
・
講
座
生
、

一
般
団
体
に
よ
る
作
品
展
示
・
実
技

発
表

日
程　

22
日
（
土
）

❖
作
品
展
示

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

❖
実
技
発
表

・
大
正
琴
霞
琴
の
会　
　

　

午
前
10
時
～
10
時
20
分

・ 

な
つ
か
し
い
歌
（
講
座
生
）

　

午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分

・
フ
ラ
ダ
ン
ス　

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分　
　
　

・
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス

　

午
前
11
時
40
分
～
正
午 

・
さ
く
ら
健
康
体
操

　

午
後
１
時
30
分
～
１
時
50
分

・
か
さ
ぶ
ら
ん
か

　

午
後
２
時
～
２
時
20
分

❖
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
東
囲
碁　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

・
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト　

午
前
10
時
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

❖
バ
ザ
ー
（
陶
芸
・
洋
裁
作
品
）

教　育
公民館

東
地
区
公
民
館
ま
つ
り

　

午
前
10
時
か
ら

23
日
（
日
）

❖
作
品
展
示

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

❖
実
技
発
表

・
フ
ラ
ダ
ン
ス　

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

・
竹
桐
会　

午
前
10
時
40
分
～
11
時

・
オ
カ
リ
ー
ナ

　

午
前
11
時
10
分
～
11
時
30
分

・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

　

午
前
11
時
40
分
～
正
午

・
Ｆ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ダ
ン
ス
）

　

午
後
１
時
30
分
～
１
時
50
分

・
太
極
拳　

午
後
２
時
～
２
時
20
分

❖
バ
ザ
ー
（
洋
裁
作
品
）

　

午
前
10
時
か
ら

■ 

問
い
合
わ
せ

東
地
区
公
民
館 

☎
２
６
・
６
５
０
３

が
大
切
で
す
ね
。
お
客
様
が
何
を
求

め
て
い
る
の
か
を
理
解
し
な
け
れ

ば
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
パ
ン
は
作

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
接

客
し
て
い
る
妻
が
お
客
様
の
声
を
厨

房
に
届
け
て
く
れ
る
の
で
非
常
に
助

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
ス

キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
努
力
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
私
自
身
も
講
習
会

に
参
加
し
な
が
ら
、
新
商
品
開
発
な

ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ

ン
職
人
の
仕
事
は
、
力
仕
事
も
あ
る

の
で
「
男
性
向
き
の
仕
事
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に

は
様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
活
躍
し
て

い
る
女
性
職
人
も
多
く
い
る
ん
で
す

よ
。
や
る
気
が
あ
れ
ば
性
別
に
関
係

な
く
で
き
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
パ
ン
職
人
を
目
指
し

て
い
る
人
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

久
家
さ
ん　

困
難
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
私
も

現
状
に
満
足
せ
ず
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
向
上
心
を

持
っ
て
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
修

行
時
代
は
、
厳
し
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
必
ず
自

分
の
糧
に
な
り
ま
す
。
前
向
き
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

パ
ン
工
房
ぶ
れ
っ
ど　

久
家　

敬
た
か
しさ
ん

▲この場所をしっかり守っていくこ
とが目標だと話す久家さん

２５　広報いしおか１１月１日号  №２１８



　

小
井
戸
地
区
の
弥
陀
ノ
台
遺
跡

は
、
道
路
改
良
工
事
に
伴
い
、
平
成

25
年
11
月
か
ら
平
成
26
年
５
月
に
発

掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
の
試

掘
調
査
の
結
果
か
ら
、
古
墳
時
代
や

奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
遺
跡
と
想

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
想
外
の
も

の
―
戦
国
時
代
の
堀
跡
も
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

時
憶記
の

文化振興課
シリーズ106

☎43-1111
（内線1324）

近
年
の
調
査
結
果
か
ら

弥み

だ陀
ノ
台
遺
跡

▲弥陀ノ台遺跡と周辺の城館

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
11
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
１
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
11
月
の
お
は
な
し
会
》

・
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
11
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
８
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校

中
学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ

そ
30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

【休館日】

11 月

3日
10日
17日
24日
27日

　

児
童
コ
ー
ナ
ー
の
書
架
の
入
れ
替
え
に
よ
り
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

児
童
コ
ー
ナ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
小
井
戸
地
区
で
は
「
要

害
」
や
「
東
堀
」
と
い
っ
た
地
名
が

あ
る
こ
と
か
ら
城
館
跡
の
存
在
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
裏

付
け
る
考
古
学
的
な
証
拠
が
初
め
て

発
見
さ
れ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
園
部
川
を
は
さ
ん
で
す
ぐ

対
岸
に
は
宮
田
館
跡
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
弥
陀
ノ
台
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
時

期
、
戦
国
時
代
の
城
館
跡
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
同
時
期
に
近

接
し
て
二
つ
の
城
館
が
建
設
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
解
く
鍵
は

当
時
の
社
会
情
勢
で
す
。

　

戦
国
時
代
、
石
岡
で
は
大だ

い
じ
ょ
う

掾
氏

が
府
中
城
（
現
在
の
石
岡
小
学
校
）

を
拠
城
と
し
て
お
り
、
一
方
、
東
に

【開館延長日】

６日
13日
20日

11月

▲えほんコーナー

▲よみものコーナー

― 

戦
国
時
代
の
前
線
基
地 

―

は
水
戸
の
江
戸
氏
を
後
ろ
盾
と
す
る

園
部
氏
が
小
川
城
（
現
在
の
小
川
小

学
校
）
を
拠
城
と
し
て
い
ま
し
た
。

両
氏
は
、
園
部
川
を
は
さ
ん
で
対
峙

し
、攻
防
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
宮
田
館
は
園
部
氏
、
弥
陀

ノ
台
遺
跡
は
大
掾
氏
の
最
前
線
の
基

地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。　

　

小
美
玉
市
玉
里
史
料
館
で
は
、
11

月
16
日
ま
で
企
画
展
示
『
常
陸
大
掾

氏
と
園
部
氏
』
が
開
催
中
で
す
。
石

岡
市
内
の
城
館
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
園
部
氏
に
よ
っ
て
常
陸
國
總

社
宮
に
奉
納
さ
れ
た
扁
額
三
十
六
歌

仙
絵
（
県
指
定
文
化
財
）
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

園
部
川

▲弥陀ノ台遺跡の堀跡

広報いしおか１１月１日号  №２１８　２６



　

 　
　

 　

   　
　

若　

松　

川
崎　

洋
子

今
日
の
天
気
は　

山
見
て
決
め
る

　

知
恵
が
物
言
う　

山
暮
ら
し

　

 　
　

 　

  　
　

貝　

地　

前
島
く
に
子

芸
が
達
者
な　

見
事
な
俚
謡

　

歌
で
披
露
の　

老
夫
婦

　

 　
　

 　
　

 

川　

又　

関　

清
志

苦
楽
人
生　

幾
山
越
え
て

　

余
生
安
楽　

老
い
の
道　
　

　

 　
　

 　
　

 

下　

林　

加
藤　

弥
生

虫
の
鳴
く
音
を　

お
猪ち

ょ
こ口

に
入
れ
て

　

月
と
酌
み
交
う　

秋
の
宵　

　

 　
　

 　
　

国　

府　

大
西　

和
子

バ
ス
を
降
り
れ
ば　

待
っ
て
た
月
が

　

影
を
添
わ
せ
て　

つ
い
て
く
る

　
　

 　
　

  　

 

国　

府　

篠
原
美
千
代

ほ
っ
と
一
息　

安
楽
椅
子
の

　

夢
が
涼
し
い　

青
葉
風　
　
　
　

     

　

 　
　

 　
　

 

石　

岡　

東　

辻
が
華

ひ
と
り
暮
ら
し
の　

自
由
と
不
安

　

用
も
な
い
の
に　

長
電
話

　

 　
　

 　

南　

台　

月
乃
香
俱
耶
姫

残
暑
過
ご
し
て　

虫
の
音
か
す
か

　

秋
の
気
配
に　

澄
ま
す
耳

　

 　
　
　
　

 

府　

中　

山
口　

文
子

朝
光
に
桔
梗
さ
き
い
づ
清
し
さ
に
ひ
る

の
暑
さ
を
た
ま
ゆ
ら
忘
る

　

 　
　

 　
　

 

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

環
境
相
最
後
は
金
目
と
本
音
い
う
被
災

者
思
う
心
の
な
き
や

　

 　
　

 　
　

 

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

七
年
忌
す
ぎ
て
夫
は
よ
う
や
く
に
魂
と

な
り
て
吾
を
守
り
く
る
る

府　

中　

土
井　

湧
輔

平
凡
に
勝
る
幸
な
し
草
の
花

石　

岡　

前
川　

豊
美

秋
灯
下
折
目
気
に
な
る
借
り
し
本　

東
光
台　

森　

ま
さ
え

か
し
ま
し
く
仕
事
急
か
る
る
法
師
蝉   

北
府
中　

野
村
畝
津
子

心
ま
で
柔
ら
か
く
な
る
桃
の
味

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

喜
び
の
瞳
集
め
て
西
瓜
割
る

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

石　

岡　

外
川
な
を
み

草
と
り
の
今
日
の
予
定
は
こ
こ
ま
で
と

明
日
に
委
せ
る
老
の
な
ら
わ
し　
　
　

     

　

    　

 　
　

   

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

少
年
飛
行
兵
の
訓
練
受
け
し
戦
中
派

夫
の
新に

ひ
ぼ
ん盆

を
け
ふ
終
は
り
た
り　
　

 

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

瓦　

谷　

石
田　

清
美

生
き
る
に
は
曲
り
角
あ
り
秋
の
空

　

 　
　

 　
　

   

瓦　

谷　

國
谷　

南
風

飛
び
立
て
り
ジ
ェ
ッ
ト
機
秋
の
空
に
溶
け

　

 　
　

 　
　

 

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

秋
空
の
真
只
中
へ
離
陸
せ
り

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 

柿　

岡　

小
林　

渥
子

夕
日
影
片
身
に
浴
び
て
陶
器
め
く
白
鷺

一
羽
稲は

ざ架
に
動
か
ず　
　
　

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

菫

足
腰
を
鍛
え
ん
と
ゆ
く
散
歩
路
に
蕎
麦

の
真
白
き
花
咲
き
て
お
り

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

西
口
は
ま
子

柿
の
実
は
赤
く
柚
子
の
実
黄
に
光て

り
て
今

日
も
あ
し
た
も
晴
天
な
る
や

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　
 　

　

 　

  

小　

倉　

植
木　

和
昭

為
せ
ば
成
る
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も

口
遊
み
つ
つ
老
に
鞭
打
つ

　
　
　

山　

崎　

鈴
木　

君
江

月
出
で
て
墨
絵
見
る
が
に
庭
の
景
窓
辺

に
寄
り
て
し
ば
し
見
惚
る
る

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

十
五
夜
に
太
々
神
楽
舞
ふ
神
子
達
は
幼

き
な
が
ら
も
凜
と
美
し

　

 　
　

 　
　

 

東
成
井　

小
島　

せ
ん

新
米
を
栗
の
御
飯
に
炊
き
上
げ
て
今
日

は
彼
岸
の
佛
前
に

　

 　
　

 　
　

   

柴　

内　

羽
生　

俊

土
砂
災
害
津
波
同
様
無
惨
な
り
呻
き
し

命
埋
も
れ
去
る
た
り　
　

 　
　

   

●
文
化
協
会
盆
栽
部
八
郷
支
部

・
秋
の
盆
栽
展

【
日
時
】
10
月
31
日
（
金
）
～

11
月
３
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

※
会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

石
井　

☎
４
３
・
２
４
１
８

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

・
大
正
琴
初
心
者
講
座
受
講
者
募
集

【
日
時
】
11
月
13
日
・
27
日
・

12
月
11
日
・
25
日
（
木
・
全
４
回
）

午
後
１
時
か
ら

【
場
所
】
中
央
公
民
館

【
受
講
料
】
無
料

※
貸
琴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

沖
田　

☎
２
４
・
０
５
８
８

文
芸
い
し
お
か

も
受
け
ら
れ
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
感

が
あ
り
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
会
員
中
の
篤
志
家
の

丹
精
込
め
ら
れ
た
季
節
の
花
が
飾
ら

れ
、
さ
り
げ
な
い
添
景
と
し
て
一
服

の
清
涼
感
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

以
上
、
恵
ま
れ
た
環
境
下
で
の
楽

し
み
が
、
高
齢
者
に
幾
ば
く
か
の
活

力
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

多
く
の
仲
間
と
の
交
流
と
適
度
な
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　

来
栖　

喜
久
男

　　

昨
年
四
月
頃
、
突
然
発
生
し
た
不

整
脈
と
低
脈
拍
に
よ
り
、
約
半
年
間

で
10
㎏
の
体
重
減
少
が
生
じ
ま
し
た
。

　

治
療
に
よ
り
小
し
ょ
う
こ
う
康
状
態
に
戻
っ
た

折
、
た
ま
た
ま
市
の
広
報
で
「
八
郷

保
健
セ
ン
タ
ー
」
に
高
齢
者
の
た
め

の
「
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」
参
加
募
集
の

案
内
を
拝
見
し
、
早
速
夫
婦
で
入
会

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
四
月
か
ら
は
「
健
康

体
操
」
と
名
称
変
更
が
あ
り
、
内
容

も
多
少
高
度
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
保

健
師
の
ご
指
導
か
ら
「
い
き
い
き
ヘ

ル
ス
体
操
」
の
指
導
者
と
別
個
の
指

導
者
に
よ
る
隔
週
毎
交
互
の
指
導
と

な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
た
め
の
基
礎
的
体
力
保

持
の
為
の
全
身
各
部
の
運
動
か
ら
、

他
方
で
は
、
音
楽
を
取
り
入
れ
全
員

で
大
き
な
声
で
歌
い
な
が
ら
の
リ
ズ

ム
体
操
な
ど
が
加
わ
り
、
若
さ
を
呼

び
覚
ま
さ
れ
る
よ
う
な
ム
ー
ド
で
、

和わ
き
あ
い
あ
い

気
藹
藹
和
や
か
な
雰
囲
気
が
醸か
も
し

出
さ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
の

皆
様
の
ご
好
意
に
よ
り
会
場
の
整
備

や
接
待
、
事
前
の
血
圧
、
脈
拍
測
定

等
の
健
康
管
理
が
な
さ
れ
る
ほ
か
、

疾
患
が
あ
れ
ば
理
学
療
法
士
の
治
療

２７　広報いしおか１１月１日号  №２１８
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〈表紙の写真〉
　９月 19 日に東京都立富士高等学校附属中学校の２年生 120 人
による稲刈りが、朝日里山学校職員の指導のもと行われました。こ
れは、同校の農業探究の一環として行われたもので、田植えから収
穫まで体験し、普段食べている米はどうやって作られるかなど、農
業について学ぶ行事になっています。生徒たちは鎌で稲を刈り、竹
や間伐材で「おだ」を作り、そこに稲を掛けました。
　さて、新米のお味はどうだったでしょうか。

とっても元気で誰にでもニコ
ニコ！愛嬌たっぷり！
これからも最高の笑顔見せて
ね！

高野 大
たい が

虎ちゃん（６か月）  
　　　　　　　　　　　石岡                            

た い が

　　　　　　　　　    　
　                            　　　若松３
色々なことに興味を持って遊
び、笑顔が素敵なみんなのア
イドル！これからもずっと笑
顔でいてね！

根本 颯
はや と

斗ちゃん　（１歳７か月）　
　 

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/

わが家のアイドル

は や と

人見知りするけれど、明るく
元気で笑顔がかわいい子！
元気にスクスク大きくなって
ね！

吉澤 陸
りく

ちゃん（８か月）  

　　　　　　　　　　　下林                            

りく

元気いっぱいのおてんばムス
メ！日々の成長に感謝！
このまま健やかに育ってね！

川井 咲
さ な

奈ちゃん（11 か月）  
　　　　　　　　　　　柿岡                            

さ な

ＨＰ
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